
大腿義足 常 用 アの基本工作法により、エ及びオよりそれ
ぞれ必要な材料・部品を選択し、組み合わせ
て製作すること。

ソケットは、装着感、体重支持及び運動性
を良くするため、適合に留意し四辺型ソケッ
トとすること。

ソフトインサートは、皮革、軟性発泡樹脂
等のいずれでもよいこと。ただし、状況に応
じてソフトインサートを省いてもよいこと。

アルミニウム合金を使用する場合は、防蝕
処理を施すこと。

吸着式常用 アの基本工作法により、エ及びオよりそれ
ぞれ必要な材料・部品を選択し、組み合わせ
て製作すること。

差込吸着
式 を 含
む。

ソケットは、切断端の解剖、生理学的特性
に適合した最適形状と軽度の圧迫によって、
体重支持、懸垂力を生じるので、適合には特
に留意し、装着感、切断端の変色、肉の盛り
上がり、坐骨結節の位置等を、十分吟味する
こと。

義足の組立てに際しては、試歩行により装
着感、安定性及び運動性を確保するための歩
行分析を行い、ソケット適合の場合の修正、
アライメントの調整を行い、正常歩行に近づ
けるよう努めること。
膝継手の運動を制御するためのブレーキ装
置は、その機能が確実で信頼性のあるものを
用い、使用中の緩み、かじりつきのないもの
を用いること。
切断端の状況に応じて、懸垂補助、歩容の
改善のため、シレジアバンド（懸垂帯）を用
いてもよいこと。
ＳＡＣＨ足部は、体重、健肢の足の寸法、
常用する履物、装着者の活動性を考慮して、
適切な寸法、性状で、かつ、信頼性の高いも
のを使用すること。
切断端の状況の許す限り、トータルコンタ
クトを原則とし、やむを得ない場合には切断
端末部に空気室を設けてもよいこと。

作 業 用 耐水性及び防蝕性を与えるよう留意すると
ともに、十分な強度をもたせること。
その他は常用と同じ。

膝 義 足 常 用 アの基本工作法により、エ及びオよりそれ
ぞれ必要な材料・部品を選択し、組み合わせ
て製作すること。
ソケットの適合には綿密な注意を払い、装
着感を良くするとともに運動性を確保するこ
と。
ソフトインサートは、必ずしも必要としな
いが、断端末支持には断端末受を入れること。
下腿部に強化プラスチックを用いる場合

は、変形を防止するよう十分留意すること。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
式

ソケット上部の適合には、細心の注意を払
い、特に膝関節付近の解剖学的構造によく合
わせることによって義足を懸垂させること。
採型後ギプスソケットによって適合をよく
吟味、修正すること。
その他はＰＴＢ式と同じ。

膝継手が遊動式の場合には、膝関節の運動
をコントロールする構造又は装置を必要とす
るほか、防音、運動部の減摩に留意すること。
膝継手は、衣服の損耗を防止するため皮革
で包むこと。

作 業 用 耐水性及び防蝕性に留意すること。
その他は足部を除き、常用に同じ。

下腿義足 常用 普通
（軽
便式
を含
む）

アの基本工作法により、エ及びオよりそれ
ぞれ必要な材料・部品を選択し、組み合わせ
て製作すること。
ソケットは、体重支持と義足の運動性のた
め、採型に特に留意すること。
膝継手軸の取付位置は、椅座時の快さ、歩
行時のピストン運動及び遊脚時の義足の動き
に重大な影響を与えるので、入念にその位置
を決定すること。
アルミニウム合金を使用する場合は、防蝕
処理を施すこと。
大腿もも締めの筋金は、歩容、義足の懸垂
及び安定性に影響があるので、筋金のくせと
り、長さの決定並びにもも締革の製作及び取
付けには十分な配慮が必要であること。
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式

アの基本工作法により、エ及びオよりそれ
ぞれ必要な材料・部品を選択し、組み合わせ
て製作すること。

サイム切
断 を 含
む。

ソケットは、体重支持、安定性及び運動性
を良くするため、適合に留意し、カップリン
グを用いて試歩行を行った上で組み立てるこ
と。
精密な適合によつてソケットのみを用い、
ソフトインサートを省いてもよいこと。その
場合、切断端末部はクッション材で支持する
こと。
外装は、強化プラスチック仕上げとするこ
と。
膝カフを皮革で作る場合には、使用中に懸
垂バンドが伸びるのを防止するため、表革と
裏打との間に伸びのないベルト等をはさむこ
と。
膝継手金具及び大腿もも締革は、用いない
ことを原則とするが、切断端の状況によりや
むを得ない場合は、膝継手金具又は大腿もも
締革を用いてもよいこと。
適合判定は、試歩行の段階及び義足完成時
に行うこと。
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